
四
月
初
旬
、
各
支
部
・
分

会
、
も
ち
つ
き
実
行
委
員
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
な
と
の
各
代
表
が

参
加
し
て
メ
ー
デ
ー
実
行
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

春
闘
も
昌
一
金
属
支
部
が

集
結
し
ま
し
た
が
、
分
会
関

係
は
随
時
団
体
交
渉
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
要

求
獲
得
に
向
け
て
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
戦
後
七
〇
年
の

節
目
の
年
で
し
た
。
又
、
大

阪
市
で
は
「
特
別
区
設
置
に

関
す
る
住
民
投
票
」
の
期
間

と
い
う
こ
と
で
と
ま
ど
い
も

あ
っ
た
メ
ー
デ
ー
で
し
た
。

今
年
の
第
八
七
回
港
地
域

メ
ー
デ
ー
は
日
曜
日
で
す
。

メ
ー
デ
ー
は
労
働
者
の
日

と
し
て
、
一
八
八
六
年
五
月

一
日
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

カ
ナ
ダ
職
能
労
働
組
合
連
盟

（
後
の
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同

盟
＝
Ａ
Ｆ
Ｌ
）
が
シ
カ
ゴ
を

中
心
に
、
一
日
十
二
時
間
か

ら
十
四
時
間
労
働
が
当
た
り

前
だ
っ
た
当
時
、
「
第
一
の

八
時
間
は
仕
事
の
た
め
に
、

第
二
の
八
時
間
は
休
息
の
た

め
に
、
残
り
の
八
時
間
は
俺

達
の
好
き
な
こ
と
の
た
め
に
」

を
目
標
に
、
八
時
間
労
働
制

要
求
の
統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
を

行
っ
た
の
が
起
源
で
す
。

一
八
八
八
年
に
Ａ
Ｆ
Ｌ
は

引
き
続
き
八
時
間
労
働
請
求

の
た
め
、
一
八
九
〇
年
五
月

一
日
に
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ

イ
キ
を
行
う
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
Ａ
Ｆ
Ｌ
会
長
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
ゴ
ン
パ
ー
ス
は
、
一

八
八
九
年
の
第
二
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
創
立
大
会
で
、

Ａ
Ｆ
Ｌ
の
ゼ
ネ
ス
ト
実
施
に

合
わ
せ
て
労
働
者
の
国
際
的

連
帯
と
し
て
デ
モ
を
行
う
こ

と
を
要
請
し
、
こ
れ
が
決
議

さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
や

ア
メ
リ
カ
等
で
第
一
回
国
際

メ
ー
デ
ー
が
実
行
さ
れ
ま
し

た
。以

後
も
労
働
者
の
権
利
を

主
張
す
る
運
動
や
、
国
民
が

そ
の
時
々
の
要
求
を
掲
げ
て
、
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団
結
と
連
帯
の
力
を
示
す
日

と
し
て
継
続
・
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

昨
年
、
九
月
十
九
日
、
安

保
関
連
法
（
戦
争
法
案
）
が

国
会
で
強
行
採
決
さ
れ
、
先

月
二
九
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
「
自
衛
隊
が
あ
ら
ゆ

る
事
態
に
切
れ
目
な
く
対
応
」

し
、
政
府
が
「
日
本
の
平
和

と
安
全
に
重
要
な
影
響
を
与

え
る
事
態
」
と
認
定
す
れ
ば
、

地
球
上
の
ど
こ
で
も
米
軍
や

他
国
軍
に
対
し
自
衛
隊
に
よ

る
後
方
支
援
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

与
党
推
薦
の
憲
法
学
者
が

「
違
憲
」
と
発
言
し
た
こ
と

か
ら
大
き
な
問
題
と
な
り
ま

し
た
。
以
来
、
老
若
男
女
が

連
日
国
会
周
辺
を
埋
め
、
長

期
間
に
亘
る
反
対
行
動
は
こ

れ
ま
で
に
な
い
運
動
と
な
り

ま
し
た
。
大
阪
で
も
、
自
民

党
本
部
へ
の
抗
議
や
、
各
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
の
集
会
は
、
こ
れ

ま
で
経
験
し
た
事
の
な
い
盛

り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
任
期
中
に
憲

法
九
条
の
改
正
を
目
論
ん
で

い
ま
す
。
憲
法
改
正
の
先
陣

を
切
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が

「
お
お
さ
か
維
新
の
会
」
で

す
。
橋
下
市
長
が
政
界
か
ら

引
退
し
た
と
は
い
え
、
大
き

な
影
響
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

安
倍
と
橋
下
の
関
係
は
、
大

阪
都
構
想
に
絡
ん
で
、
一
昨

年
末
、
公
明
党
大
阪
府
本
部

を
飛
び
越
え
て
創
価
学
会
と

の
橋
渡
し
を
行
い
、
公
明
党

大
阪
府
・
大
阪
市
議
会
の
方

針
を
封
じ
込
め
、
公
明
党
大

阪
府
・
大
阪
市
議
団
を
し
て

「
都
構
想
に
は
反
対
だ
が
住

民
投
票
に
は
賛
成
す
る
」
と

い
う
奇
妙
な
方
針
を
決
め
支

持
母
体
の
創
価
学
会
は
自
主

投
票
を
決
定
し
ま
し
た
。

結
果
、
成
立
不
可
能
と
言

わ
れ
て
い
た
大
阪
市
の
分
割

を
目
的
に
し
た
協
定
書
を
復

活
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
五
月

十
七
日
、
初
め
て
の
住
民
投

票
が
行
わ
れ
、
僅
差
な
が
ら

反
対
派
が
勝
利
し
、
橋
下
市

長
の
政
界
引
退
と
い
う
事
に

な
り
ま
し
た
が
、
約
八
年
間

に
及
ぶ
、
府
知
事
・
市
長
時

代
の
負
の
遺
産
は
あ
ま
り
に

も
大
き
く
、
労
働
組
合
の
活

動
を
制
約
す
る
「
職
員
基
本

条
例
」
「
政
治
活
動
規
制
条

例
」
は
今
も
残
さ
れ
た
ま
ま

で
あ
り
、
大
き
な
足
か
せ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

他
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

課
題
は
あ
ま
り
に
も
多
く
あ

り
ま
す
。
五
年
目
を
迎
え
た

福
島
第
一
原
発
事
故
の
放
射

能
汚
染
、
深
刻
な
汚
染
水
問

題
、
原
発
再
稼
働
問
題
、
辺

野
古
新
基
地
建
設
問
題
は
、

裁
判
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
判
決
を
前
に
し
て
、
和

解
が
成
立
し
、
工
事
の
中
止

が
さ
れ
ま
し
た
が
、
根
本
的

に
建
設
を
諦
め
た
も
の
で
は

な
く
、
引
き
続
き
の
闘
い
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

今
メ
ー
デ
ー
を
機
に
、
改

憲
・
戦
争
と
労
働
法
制
大
改

悪
阻
止
へ
、
団
結
を
強
化
・

拡
大
し
て
闘
っ
て
い
こ
う
！
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